
事業・サービス

依頼・お礼

グループもらう・集める 登録団体

問合先 市民文化部文化振興局
共生社会推進室（☎84－5066）

　個人では、なかなか枚数が集まりませんが、グルー
プで集めていただき、市民活動応援制度冊子に掲載
されている登録団体（提供先が｢個人｣と記載されて
いる登録団体に限る）へ連絡をすると、教室を開
催してもらったり、演奏を披露してもらうことがで
きます。個人でも応援券を５枚集めれば利用できる
サービスもあります。

平成29年度
市民活動応援制度冊子が
できました

　平成29 年度の市民活動
応援制度の登録団体を「市
民活動応援制度冊子」で紹
介しています。

　冊子は、各地区コミュニティセンター、市役所
本庁舎、関支所、林業総合センター、市民協働セ
ンター「みらい」、あいあい、医療センターなど
の市の施設に設置していますので、ご覧ください。
　また、冊子を希望する人は、市民文化部文化振
興局共生社会推進室でお渡しします。

【寄附方法】
① 登録団体への直接寄附
② 寄附ボックスへの投函
　 ( 市民協働センター「みらい」に常設 )
③ 寄附ボードへの投函
　 ( 設置依頼のあった地域まちづくり協議会の　   
　　行事などで臨時に設置することがあります )
※市民の人は個人で応援券をお金に換えることは
　できませんので、上記の３つの方法でお礼や
　寄附にお使いください。

○平成29年度「市民活動応援券（応援券）」は、
下地を緑色に変更して発行しました。

○有効期限は、平成29年４月１日から平成
30年３月31日までの１年間です。

○応援券は、市から地域まちづくり協議会へ
交付します。

○市民の皆さんは、地域まちづくり協議会の
事業（文化祭、敬老会、三世代交流など）に
参加するなどして応援券を取得することが
できます。

○地域まちづくり協議会がどの事業（行事など）
で応援券を配付するかは、地域まちづくり
協議会によって異なります。

冊子に掲載されている登録団体へ
寄附することができます

応援券で登録団体から
さまざまなサービスを受けることができます

市民同士で自由に使用することができますので、
必要としている人にあげることができます。

第 　回第 　回

　　　　  ＜市の教育相談窓口＞ ※市外局番（0595）
・いじめ等の学校生活　教育研究室（☎84－5077）
・子どもの育ちや発達　子ども支援室（☎83－2425）
・青少年の引きこもり　青少年総合支援センター（☎82－6000）
・教育行政全般　教育総務室（☎82－5072）

問合先

　子どもから大人まで誰もが、安心して生涯にわたって多くのことを
学び続け、その喜びを享受することができるまちを目指します。そし
て、郷土の豊かな自然や人、歴史、伝統、文化に誇りを持ち、学校や
家庭、地域の中の学びと交流を通して、子どもも大人も「ふるさと亀山」
を愛し、その良さを受け継ぎながら社会で活躍し、人々とともに希望
に輝きよりよい未来を拓いていこうとする人に育ってほしいと願って
います。

　法の規定に基づき、総合教育会議
（市長と教育長・教育委員で構成）での
議論を経て、教育大綱（市の教育施策の
もとになる考え）を定めました。
　大綱は、基本理念と基本方針から
構成されています。具体的な施策は、
今春に策定した「亀山市学校教育ビ
ジョン」「亀山市生涯学習計画」「亀山
市文化振興ビジョン」に掲げられてい
ます（いずれも市教育委員会ホーム
ページでご覧になれます）。

　市では、いじめ問題の克服に向けて、「亀山市いじめ防止基本方針」
を定めています。「いじめ」とは、「当該児童生徒と一定の関係にある
他の児童生徒が行う心理的または物理的な影響を与える行為（インター
ネットを通じたものを含む）であって、対象となった児童生徒が心身
の苦痛を感じているもの」と定義しています。
　学校などの現場ではいじめが起こらないよう努めていますが、その
防止対策と発生時に必要な組織の設置に関する条例を制定し（今年３
月）、右記の体制で対応していきます。

　全国の自治体でいじめの防止・早期解決に取り組んでいて、
亀山市では、昨年度の認知件数として、小学校 23 件（解消 23 件）、
中学校 15 件（解消 14 件・観察中１件）という状況です。
　教育委員会としては、「いじめは、どの子どもにも、どの学校
でも起こりうるもの」、そして、「積極的に認知して、早期解消を
図ることが重要」と認識しています。今後とも、関係機関や
団体と連携して情報交換を行い、市全体でいじめの防止・早期
解決に取り組んでいきます。 

　４月の小学校入学式での教育委員会告辞で、
「子どもたちは好奇心旺盛で、大きな可能性を
持っています。『なんで︖』『どうしてこうなる
の︖』と、素直な疑問を何度も何度も投げかけ
てきます。そんな時は、精いっぱいの、気持ち
のこもったお家の方のお答えを返してくださ
い」という話をさせていただきました。
　子どもたちの、幼少期から児童
期にかけての問いかけに対して、
大人たちが、ゆったりと、ていねい
な対応をしてあげましょう。
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